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ＪＡ共済連が主催する「第４２回 小・中学生交通安全ポスターコンクール」には、全国から１６万１，６６３点

の応募があり、各都道府県から選出された優秀作品３４２点が全国コンクールの審査にあがってきました。 

本会では、平成１５年度から全国コンクール審査作品のテーマを集計し、小中学生が、今、どのような視

点で交通安全を捉えているのかを分析しています。 

本年度も交通安全を考えるうえで、示唆に富む結果となりましたので、ご報告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N e w s  R e l e a s e 

 

 
平成 25 年 12 月 12 日（№25-14） 

― 命と携帯 どっちが大事？ ― 

『携帯電話使用禁止』を訴えるポスター急増。“歩きスマホ”をテーマとした作品も登場 

平成２５年度ＪＡ共済交通安全ポスターコンクール 全国作品テーマ分析レポート 

〔中１の作品〕 

■ 『携帯電話使用禁止』を訴えるポスター、前年度の５倍超 

 本年度の全国コンクール審査作品をテーマ別に分類すると、『携帯電話の使用

禁止』を訴えるポスターが最も多く、次に『安全運転（思いやり運転）』、『手をあげて

渡ろう』のテーマが続きました。 

最多となった『携帯電話の使用禁止』をテーマとした作品は、優秀作品３４２点中

４１点（構成比１２.０％）と前年度の８点（同２.６％）から５倍以上の増加となりました。  

学年別に見ると、同テーマは小学校３年生の作品から登場し、小学校高学年

〔小４から小６〕では計１８点（同年代での構成比１５.７％）、中学生では計２０点（同１

８.２％）と学年とともに増加しています。 

 交通安全ポスターは、例年、小学校高学年・中学生を中心に社会全体が抱える

交通安全の課題がテーマにとりあげられる傾向にあります。電話、メール、ゲーム、Ｓ

ＮＳ、買い物まで、あらゆる場面でスマートフォンが利用される現在、そのマナーに

対して、子どもたちから厳しい目が向けられています。 

 

■ “通話しながらの運転禁止”から“歩きスマホ禁止”へ 

『携帯電話使用禁止』を訴える作品は、平成２２年度のポスターテーマ作品分

析でもトップになりました。（作品点数２７点,構成比８.４％） 

しかしながら、当時のポスターの訴求対象を見ると、自動車が１７点、自転車が

７点、歩行者が３点と、主にドライバーに向けて運転中の通話禁止を訴える作品

が目立ちました。一方、本年度の作品では、自動車が１４点、自転車が１２点、歩

行者が１０件、その他（訴求対象が複数、又は特定できないもの）が５件と、とりわ

け歩行者に訴求するポスターが増加し、構図も通話中から携帯電話の画面を見

ている姿に変化しています。 

駅のホームや繁華街など、人混みの中でスマートフォンの画面を見ながら歩

く、いわゆる“歩きスマホ”が社会問題化し、自治体やキャリア各社、鉄道会社な

どがマナー向上を訴えています。 

 本年度の交通安全ポスターは、こうした社会の動きを子どもたちが敏感にキャッチした結果であると言え

そうです。 

 



〔中１の作品〕 

 

＜本年度のポスター作品 テーマ別（応募数順） 抜粋＞ 

◇訴求テーマ１位：「携帯電話の使用禁止」 

 従来からの訴求テーマであるドライバーへの「携帯電話の使用禁止」のほか、歩行者に対して“歩きスマホ

禁止”を訴えるポスターが登場。他にも、小中学生の身近な乗り物である自転車搭乗中の携帯使用禁止を

促すポスターも多く見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇訴求テーマ２位：「安全運転（思いやり運転）」 

 小学 1年生から中学 3年生まで幅広い学年で見られた訴求テーマ。子どもや動物たちが横断歩道を渡る

姿をドライバーが温かく見守る様子が、ほのぼのとしたタッチで描かれた作品が目立ちました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇訴求テーマ３位：「手をあげて横断しよう」 

 ３位には、子どもたちにとって身近な道路横断に関するテーマが入りました。本年度も小学校低学年を中

心に様々な構図で交通安全を訴えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔小５の作品〕 〔中２の作品〕 〔小６の作品〕 

〔小１の作品〕 〔小４の作品〕 〔中２の作品〕 〔中３の作品〕 

〔小１の作品〕 〔小２の作品〕 〔小３の作品〕 〔小６の作品〕 



【詳細データ】交通安全ポスターテーマ集計表 

テーマ 小 1 小 2 小 3 小 4 小 5 小 6 中 1 中 2 中 3 

合

計 % 

携帯電話の使用禁止 0 0 3 5 4 9 4 7 9 41 12.0 

安全運転（思いやり運転） 2 1 1 4 6 2 1 5 3 25 7.3 

手をあげて渡ろう 14 2 2 2 0 2 2 0 0 24 7.0 

飲酒運転禁止 0 0 0 3 3 3 4 3 6 22 6.4 

ヘルメット着用 0 4 3 5 2 4 2 0 1 21 6.1 

飛び出し禁止 3 6 4 2 1 0 0 2 3 21 6.1 

よく見て渡ろう 4 9 2 0 0 3 1 1 1 21 6.1 

信号守ろう 6 2 1 1 2 0 3 3 1 19 5.6 

交通ルールを守ろう 1 0 4 2 0 2 4 1 1 15 4.4 

前方注意（よく見て運転しよう） 2 4 2 2 2 0 1 1 0 14 4.1 

反射板・目立つ服の着用 0 1 2 1 4 1 2 2 0 13 3.8 

シートベルト・チャイルドシート 1 1 2 2 2 1 1 0 1 11 3.2 

スピードを出さない 0 0 0 2 2 1 5 0 1 11 3.2 

一時停止を守ろう 0 1 1 3 1 1 1 1 0 9 2.6 

横断歩道を渡ろう 2 1 0 0 0 2 1 2 0 8 2.3 

歩行中（走行中）のイヤホン禁止 0 0 0 1 0 0 2 3 2 8 2.3 

自転車は正しく乗ろう 0 0 1 0 2 1 0 2 1 7 2.0 

無灯火危険・早めのライト点灯 0 0 2 1 0 2 0 0 2 7 2.0 

雨の日注意 1 2 2 0 1 0 0 0 0 6 1.8 

道路（駐車場）で遊ばない 0 1 0 0 1 1 0 0 0 3 0.9 

その他 4 4 6 2 5 4 2 5 4 36 10.5 

合計 40 39 38 38 38 39 36 38 36 342 100 

 
       

＜交通安全ポスターコンクール 訴求テーマ第１位と社会の動き（過去５年間）＞ 

 交通安全ポスターコンクールを分析すると、子どもたちは、その時々の交通安全に関する旬のテーマに驚

くほど敏感であることがわかります。子どもたちが指摘する“今、最もホットな交通安全の課題やテーマ”を参

考に、交通安全に努めることが求められています。 

年度 最も多かった訴求テーマ 社会の動き 

平成２５年度 「携帯電話使用禁止」 
携帯画面を見ながら歩く、“歩きスマホ”を原因とした交通事故

やホーム転落事故が発生し社会問題化。 

平成２４年度 「安全運転」「思いやり運転」 

暴走自動車が歩行者をはねる事故が多発。京都府亀岡市で

は乗用車が集団登校中の小学生の列に突っ込み１０名が死

傷する事故が発生した。 

平成２３年度 「自転車マナー」 
違法自転車「ピスト」による事故が多発。警察庁が「自転車総

合対策」を発表（H23.10） 

平成２２年度 「携帯電話の使用禁止」 
アイフォンなどスマートフォンが普及し始める。「運転中の携帯

電話使用」摘発件数の増加。 

平成２１年度 「自転車マナー」 
健康志向・エコロジーを背景とした自転車人気の高まり。自転

車と歩行者の接触事故が増加。 

平成２０年度 「後部座席のシートベルト着用」 後部座席のシートベルト着用の義務化（H20.6 施行） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以 上                        １位： ２位： ３位： 


